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慧踪慧霊恋謡㌣
3月市鼻会は、2月21日～3月18日まで開催され「市政務調

査暮条例改正J■31儀某を可決しました。遍久井臓■は「市景観

計雷と轟き飼限」尊を一般書間しました。ご一統卿ナれば幸いです。

市
長
計
画
低
層
住
宅
ゾ
ー
ン
に
高
さ
制
限
を
　
痘

鎌
ヶ
谷
中
濱
合
議
異
　
　
津
久
井
　
清

2
0
0
4
年
、
国
は
r
美
し
い
国
づ
く
り
J
を
行
う
為
に
「
景
観
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
鑓
ケ
谷
市
は
昨
年
5
月
に
「
景
観
行
政
団
体
」
登
録
を
行
い
、
来
年
度
r
鎌

ヶ
谷
市
景
観
計
画
」
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
市
は
事
前
に
「
市
民
景
観
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
、
そ
の
結
果
が
発
衰
さ
れ
ま
し
た
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
市
内
の
建
物
の
高
さ
に
つ
い
て
…
強
い
制
限
を
か
け
る
2
3
・
9
％
、

緩
や
か
な
制
限
を
か
け
る
4
3
・
9
％
＝
合
計
6
7
・
4
％
の
市
民
が
高
さ
制
限
を
か
け
る
こ

と
に
賛
成
し
て
い
る
雷
で
す
。
鎌
ヶ
谷
市
内
で
は
か
っ
て
、
2
階
建
の
低
膚
住
宅
ゾ
ー
ン
に
突

如
1
1
倍
建
て
㌍
計
画
が
浮
上
、
既
存
住
宅
住
民
と
開
発
業
者
の
間
で
激
し
い
紛
争
が
起
き
ま

し
た
。
雷
同
と
佐
津
蘭
地
区
で
す
が
、
私
は
両
者
共
に
開
逢
し
て
縫
金
賞
間
等
妄
行
い
、
住
民

運
動
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
結
果
は
開
発
業
者
の
計
画
撤
退
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
鱗
の
船
橋
市
で
も
篭
低
層
住
宅
ゾ
ー
ン
に
1
0
階
建
“
な
ど
を
巡
り
既
存
住
民
と
開
発
業

者
と
の
紛
争
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
船
積
市
は
事
前
に
市
民
や
企
業
の
意
見
を
十
分

に
聴
く
中
で
2
0
0
9
年
、
「
船
積
都
市
計
画
高
度
地
区
を
変
更
†
⊥
良
好
な
住
環
境
の
維
持
・
保

全
を
目
指
し
て
－
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
市
内
の
催
膚
住
宅
地
の
最
高
高
さ
制
限

（
1
0
㍍
）
　
の
倍
で
あ
る
2
0
㍍
を
最
高
高
さ
と
し
て
制
限
し
た
の
で
す
。

以
来
4
年
、
市
民
か
ら
船
積
市
へ
の
r
高
さ
関
連
の
苦
情
相
談
」
は
、
2
0
0
6
年
の
3
0
件

か
ら
2
0
1
1
年
に
は
1
件
へ
と
激
減
し
て
い
ま
す
。
（
船
積
市
統
計
責
料
よ
り
）

こ
う
し
た
霊
異
を
基
に
3
月
市
議
会
で
私
は
、
鎌
ヶ
谷
市
で
も
「
低
層
住
宅
ゾ
ー
ン
に
高
さ
制

限
」
が
必
衰
で
は
…
と
一
般
賞
間
を
行
い
、
市
答
弁
は
「
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
」
と
の
事
で
す
。

今
後
に
期
待
す
る
と
共
に
市
民
の
曹
さ
ま
の
お
考
え
も
お
零
せ
く
だ
さ
い
。
（
2
面
参
照
）



殆どが低■2蘭轟て住宅－に突如として

11■■て左、既存住民は不安になります。

（市役所の1上から市内中央・雷岡地区を汁影）

・
久
子
斉
ェ
汚

積
潤
減
じ
∴
工

①
市
景
観
計
画
と
高
さ
制
限

賞
間
（
津
久
井
請
人
）
市
は
景
観
計
画
策
定
に
向
け

て
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
建
物
の
高
さ
制
限

が
必
要
…
6
7
・
4
％
」
と
い
う
市
民
の
考
え
が
強

い
が
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答
弁
（
都
市
部
長
）
建
物
の
高
さ
制
限
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
市
民
が
多
い
と
思
う
。
景
観
と
共
に

需
市
計
画
の
中
の
高
度
癒
区
の
視
点
も
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

r
間
（
津
久
井
繍
l
）
船
橋
市
で
は
催
■
地
区
で

の
高
層
芳
建
設
紛
争
が
多
発
、
2
0
0
9
年
に
低
層

住
宅
地
区
で
2
0
㍍
迄
の
高
さ
制
限
を
行
い
、
以
後

は
紛
争
が
殆
ど
起
き
て
い
な
い
が
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
（
♯
市
部
長
）
船
棟
市
は
建
築
物
の
高
さ
制

限
を
行
い
、
成
果
は
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

賞
間
（
津
久
井
議
l
）
鎌
ヶ
谷
市
で
も
過
去
に
低

甘
住
宅
地
区
で
1
1
階
建
て
野
計
画
等
で
住
民
と
開

発
業
者
と
紛
争
が
起
き
て
い
ま
す
。
必
要
な
地
区
で

高
さ
制
限
の
必
要
が
あ
る
と
患
う
が
い
か
が
。

答
弁
（
都
市
部
長
）
街
づ
く
り
の
中
で
鎌
ヶ
谷
ら

し
さ
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
。
高
さ
制
限
に
つ
い
て

は
前
向
き
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

②
放
射
能
問
題
と
原
発
子
供
支
援
法

質
問
（
津
久
井
旛
Å
）
学
校
給
食
の
放
射
能
検
査

で
精
度
の
高
い
ゲ
ル
マ
検
査
を
学
期
一
回
か
ら
更
に

回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
が
い
か
が
。

答
弁
（
教
育
部
長
）
来
年
度
か
ら
ゲ
ル
マ
検
査
を

増
や
す
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

賞
間
（
津
久
井
繚
■
）
国
の
「
原
発
事
故
・
子
供

被
災
者
支
援
法
」
を
東
葛
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
地
区
に

も
適
用
さ
せ
る
よ
う
運
動
し
て
ほ
し
い
が
。

答
弁
（
市
民
部
長
）
鎌
ヶ
谷
市
長
始
め
札
内
の
9

市
長
で
国
に
適
用
を
求
め
る
要
望
霊
を
擾
出
し
て
お

り
、
今
後
も
積
捷
的
に
と
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

③
学
校
ト
イ
レ
の
現
状
と
課
題

キ
間
（
津
久
井
旛
▲
）
学
校
ト
イ
レ
室
に
洋
式

ト
イ
レ
が
一
つ
も
ホ
い
所
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校

新
入
生
へ
の
指
導
も
含
め
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答
弁
（
教
書
部
長
）
家
庭
用
ト
イ
レ
の
現
状
か

ら
洋
式
ト
イ
レ
は
必
妻
と
考
え
ま
す
。
新
入
生
に

は
ト
イ
レ
使
用
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
（
丼
久
井
旛
■
）
今
後
、
学
校
ト
イ
レ
の

改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
示
し
て
ほ
し
い
。

答
弁
（
教
育
部
長
）
損
傷
の
程
度
零
も
踏
ま
え

今
後
洋
式
ト
イ
レ
を
雷
及
さ
せ
ま
す
。
又
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
の
多
機
能
ト
イ
レ
設
置
も
考
え
ま
す
。

灯
間
を
終
え
て
　
　
ー
・
．
｛
要
吉
）

①
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
高
さ
制
限
を

望
む
声
が
多
い
。
市
内
の
2
階
建
て
中
心
の
地
区

を
選
択
し
て
高
さ
制
限
に
向
け
て
市
は
具
体
的
に

と
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
今
後
を
注
視
す
る
。

②
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
教
訓
を
真
筆
に
受

け
止
め
今
、
発
症
が
出
始
め
て
い
る
子
供
の
甲
状

腺
検
査
等
が
必
要
。
大
量
に
病
状
が
発
症
し
て
か

ら
で
は
”
後
悔
先
に
た
た
ず
M
　
で
は
な
い
か
。

③
市
内
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
は
私
が
学
校
現
場

に
居
た
2
0
年
前
に
比
べ
き
れ
い
。
洋
式
ト
イ
レ

は
ト
イ
レ
室
に
一
つ
以
上
は
設
置
が
必
壷
で
す
。



サま辟

市民ニヱメ
2
。
1
3
年
度
・
大
型
市
予
算
が
成
立

2
0
1
3
年
度
鎌
ヶ
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、

約
3
2
0
億
円
で
昨
年
比
約
4
2
億
円
増
（
1

5
・
2
％
壌
）
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
増
の
要
因
は
、
市
税
が
2
・
5
億
円
増

地
方
交
付
税
2
億
円
増
・
国
、
県
支
出
金
が
約

文
教
都
市
へ
充
実
策
が
す
す
む

、ぺけーい

1
0
億
円
増
・
市
債
約
2
3
億

円
増
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
面
も
大
型
で
掌
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
約
1
6
億
円
・
市
文
化

セ
ン
タ
ー
約
9
億
円
・
消
防
庁
舎

建
設
約
2
・
1
億
円
で
す
。
ま
た

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
増
改
修
約
5
千
8
百
万
円
・
弓

遭
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
壌
建
設
約
6
0

0
0
万
円
な
ど
で
す
。

市
の
財
章
二
ご
†
余
裕
が
で
き
る
■
－
「
今
立

不
÷
分
だ
（
．
た
文
化
・
ス
ボ
…
ツ
闊
達
の
充
実

め
ざ
し
て
の
予
算
藍
分
が
目
立
ち
ま
す
こ

市
債
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
・
当
市
の
市
債

総
額
は
県
下
3
6
市
中
1
7
位
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
今
回
の
予
算
の
自
主
財
源
率
は
4
9
．

6
％
、
市
予
算
で
初
め
て
5
0
．
4
％
の
依
存

財
源
率
を
下
回
っ
た
事
は
今
後
も
注
意
・
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鎌
ヶ
谷
市
は
、
目
指
す
王
点
日
積
の
ひ
と
つ
に

「
文
教
龍
市
か
ま
が
や
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
に
r
学
校
園
暮
館
司
暮
・
キ
ラ
リ

先
生
・
ほ
ほ
え
み
先
生
」
を
市
の
独
自
予
算
で
市

内
小
中
1
4
校
全
て
に
配
置
、
千
葉
れ
下
で
袖
ヶ

浦
市
と
鎌
ヶ
谷
市
の
み
と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
更
な
る
充
実
策
と
し
て
、
高
機
能
自
閉

症
な
ど
持
場
の
難
し
い
子
供
の
指
導
に
当
る
「
ほ

ほ
え
み
先
生
」
を
大
規
模
校
の
鎌
小
と
中
部
小
に

2
人
づ
つ
複
数
配
鷹
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
学
校
由
暮
館
司
霊
の
全
校
配
鷹
に
伴
い
、

今
年
度
は
小
中
学
校
の
園
雷
購
入
士
を
、
昨
年
の

9
4
2
万
円
か
ら
1
4
8
1
万
円
へ
と
5
3
9
万

円
も
増
額
し
ま
し
た
1
．
市
教
委
の
議
会
答
弁
に
よ

る
と
、
司
雷
の
配
鷹
で
子
供
た
ち
が
図
霊
を
借
り

る
串
が
3
0
％
以
上
攣
え
て
い
る
と
の
事
で
す
G

ま
た
平
和
教
育
と
し
て
夏
に
ヒ
ロ
シ
マ
等
へ
子

供
た
ち
を
派
遣
す
る
と
り
組
み
も
、
事
前
調
査
と

し
て
担
当
教
師
の
派
遣
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
街
か
ま
が
や

を
創
る
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
乳
幼
児
保
育
と

学
校
数
青
の
充
実
」
が
不
可
欠
で
す
。

市
議
会
ネ
ッ
ト
中
継
棚
か
ら
開
始
へ

「
市
民
に
開
か
れ
た
市
集
会
」
は
多
く
の
市
民

が
望
ん
で
い
る
所
で
す
。
既
に
市
民
か
ら
も
「
繚

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
」
の
陣
憎
が
出
さ

れ
儀
会
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
民
と
の
情
報
共
有
・
情
報
公
開
を
推

進
す
る
為
、
本
年
湖
か
ら
勘
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
儀
会
中
継
（
生
放
送
・

録
画
中
継
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
中
は
働
い
て
居
ら
れ
る
現
役
世
代
の
市
民
は

じ
め
、
皆
さ
ま
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■

　

■

　

■

　

●

　

■

　

■

　

■

　

t

 

q

 

t

　

、

　

■

　

丁

　

で

I

 

t

　

■

　

■

　

■

　

■

　

■

　

■

　

せ

　

■

　

■

　

■

　

■

　

t

　

ル

新
鎌
ヶ
谷
駅
が
県
内
ト
ッ
プ
の
人
気

昨
年
S
大
手
不
動
産
会
社
が
発
表
し
た
「
市
民

に
よ
る
人
気
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
〓
戸
建
て
編

で
新
鎌
ヶ
谷
駅
が
県
内
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

㌍
儀
で
は
新
鶴
駅
は
1
0
位
以
内
に
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。
同
乗
喪
で
は
『
堂
々
一
位
の
新
鎌
駅
は

鉄
遭
3
線
が
乗
り
入
れ
、
大
型
商
業
施
酸
が
充
実
、

今
後
の
開
発
を
期
待
し
て
の
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
』

と
絆
し
て
い
ま
す
。
新
鎌
駅
周
辺
は
低
膚
住
宅
と

高
層
住
宅
地
が
き
ち
ん
と
区
画
整
理
さ
れ
て
お
り
、

〓
戸
建
て
の
評
価
が
高
い
票
田
と
思
わ
れ
ま
す
。



憲法九条を守る意見広告

〆㍉∫【㌧

意
見
広
告
で
憲
法
九
条
を
守
る
意
思
を
！
　
高
官
丸
棒
（
連
呼
埋
中
央
）

安
倍
首
相
は
国
会
答
弁
で
「
現
鸞
法
の
全
面
改
憲
」
を
主
張
、
ま
す
初
め
に

「
憲
法
9
6
条
目
改
憲
発
縫
の
繍
l
数
現
行
3
分
の
2
を
2
分
の
1
に
改
め
る
」

所
か
ら
改
憲
に
着
手
す
る
と
明
言
し
ま
し
た
。

も
し
自
民
党
が
7
月
の
蓼
繊
兢
選
挙
に
勝
て
ば
、
憲
法
九
条
を
中
心
に
現
憲
法

の
全
面
改
憲
に
向
か
う
こ
と
は
、
周
知
の
予
定
で
す
。

鞄
輝
化
摘
㌍
…
…
㍉
絹
…
招
絹
…
絹

て
い
ま
す
。
集
団
的
自
衛
権
の
拡
大
も
伴
う
中
、
「
戦
争

の
で
き
る
国
」
　
へ
日
本
を
改
ま
さ
せ
る
方
向
と
菖
え
ま
す
。

ふ
り
返
る
と
戦
後
6
5
年
間
に
亘
り
、
戦
争
に
よ
っ
て

人
を
殺
さ
ず
・
殺
さ
れ
ず
と
い
う
世
界
に
誇
る
「
日
本
国

平
和
憲
法
」
の
最
大
の
危
機
が
今
、
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

あ
る
若
者
が
訴
え
て
い
ま
す
…
『
昨
年
の
衆
議
院
選
挙

で
九
条
改
憲
を
公
然
と
掲
げ
る
政
党
や
政
治
家
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
人
達
に
限
っ
て
声
が
大
き
い
よ
う
に
患
え
る
。

九
条
の
r
せ
い
で
」
出
来
な
い
こ
と
ば
か
り
強
調
し
て
い
る
。
逆
に
ど
う
し
て
九

条
の
「
お
か
げ
で
」
出
来
る
こ
と
を
考
え
な
い
の
か
』
と
…
私
も
全
く
同
感
で
す
。

「
九
条
を
守
る
新
蘭
意
見
広
告
」
は
今
年
で
1
0
年
目
を
迎
え
ま
す
。
一
口
千

円
・
昨
年
は
鎌
ヶ
谷
分
1
8
2
口
（
1
8
万
2
千
円
）
千
葉
県
2
7
6
9
日
（
2
7
6

万
9
千
日
を
集
約
、
5
月
3
日
劇
日
二
寧
日
・
東
京
新
蘭
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
申
し
込
み
下
さ
い
〇
本
牡
鹿
字
下
の
津
久
井
へ
市
を
。
（
棚
瀾
〆
切
り
）

☆
3
月
市
議
会
…
議
会
報
告
会

棚
棚
　
（
日
）
　
1
3
時
半
～

市
ま
な
ぴ
ぃ
プ
ラ
ザ
3
階
会
議
室

報
告
…
①
津
久
井
市
議
の
議
会
報
告

②
鎌
ヶ
谷
市
内
の
最
新
情
報

ぜ
ひ
と
も
、
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

○
弁
護
士
無
料
法

棚
m
　
（
土
）
・
開
聞
（
土
）
・
朗
珊
（
土
）

相
聞
（
土
）
各
1
3
時
～

要
予
約
…
怒
4
4
4
・
5
2
6
2
津
久
井
へ

○
記
録
映
画
「
福
島
未
来
へ
の
伝
言
」
・

棚
Ⅷ
　
（
金
）
　
1
0
時
半
～
1
4
時
～
1
8
時
半
～

松
戸
市
民
劇
場
（
J
R
松
戸
駅
5
分
）
千
円

○
憲
法
記
念
の
集
い
「
田
中
優
子
講
演
会
」

聞
謂
　
（
祝
）
　
沌
時
～
1
7
時

松
戸
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
・
券
5
百
円
有
り

【
編
集
後
記
】
円
安
－
株
高
に
大
手
マ
ス
コ
ミ

は
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い
る
。
一
方
、
ガ
ソ
リ
ン

小
麦
等
の
輸
入
原
料
は
円
安
で
高
騰
、
・
消
費

税
1
0
％
ア
ッ
プ
も
迫
っ
て
庶
民
は
不
安
で
す
。

株
等
に
縁
の
無
い
多
く
の
庶
民
目
線
で
新
聞

T
V
等
マ
ス
コ
ミ
は
公
平
に
報
道
し
て
欲
し
い
。


